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　高野山大学では、同窓生をはじめ、皆様からの寄付金を募集しております。
これは、現在取り組んでいる、高野山霊宝館との連携や遠隔授業の本格的取り
組みなどをはじめ、大学での教育・研究活動の充実と質の向上を目的とした寄付
金の募集でございます。

　頂戴いたしました寄付金は
○大学の設備・備品費などの諸経費　○地域との連携事業の経費
○合理的配慮の支援
などに用いさせていただく予定です。
　高野山大学では、学生や社会に選ばれる大学を目指し、"魅力ある大学づくり"
をキーワードにこれからも様々な教育改革に取り組んでまいります。
　皆様におかれましても、高野山大学への引き続きのご支援をこころよりお願
い申し上げます。
　この趣旨に賛同していただける方は、お手数をおかけいたしますが、高野山
大学総務課（電話0736-56-2921、ＦＡＸ0736-56-2746）までご連絡くださ
い。
　ご連絡をいただきました方には、大学から、
○寄付申込書　○寄付金用振替用紙　○返信用封筒
をお送りさせていただきます。なお寄付金は、一口2,000円以上とさせていた
だいております。
　皆様のご支援とご協力を、重ねてお願い申し上げます。

【ご注意】
　今回の学報に同封しております振替用紙は、同窓会費の振替にのみご利用
下さい。

講師派遣制度をご利用ください
　各機関(本山・宗団・同窓会・宗務支所・高野山真言宗寺院)さまへの、本学教員
の講師派遣は大学公務として取り扱っております。

【講師派遣お申込み手順】
1.高野山大学公式ホームページの[高野山大学の概要]「講師派遣」から、
「講師派遣依頼フォーム」より、必要事項（ご希望の講師名、日時、場所、
講演テーマ等）を記載の上お申込みください。
2.講師との調整がとれ次第、依頼主さまへ折り返しご連絡いたします。
※「講師派遣依頼書」を提出していただく場合もあります。

【注意事項】
1. 講演料（手取り額）
　　60分　　￥20,000
　　90分　　￥30,000
※講演料のみを直接講師に手渡ししてください。
2.交通費・宿泊費は、本学にて負担します（「高野山大学旅費規程」による）。
3.講演が複数日あるいは長時間にわたる場合の条件は、講師と直接調整して
ください。

4.大学を経由せずに、直接講師に依頼する場合は、こ
の申し合わせの対象外とします。

※講師派遣依頼のお申込みは、HP掲載の様式をお
使いください。

　こちらのQRコードからもアクセスできます。〉〉

試験の詳細は
大学ホームページから〉〉

環境にやさしい「Non-VOCインキ」「水なし印刷」で印刷しています。

2023年度　入学者選抜概要
選抜（入試）日程（密教学科・別科）　※合格発表は本人宛郵送と本学にて掲示（10：00）。

試験種別 出願期間 試験日 合格発表

総合型選抜Ⅲ期
1月10日（火）～1月25日（水）消印有効

事前説明会12/2（金）～1/12（木） 2月4日（土） 2月10日（金）

一般選抜Ⅰ期 1月10日（火）～1月25日（水）消印有効

一般選抜Ⅱ期 2月10日（金）～3月1日（水）消印有効 3月11日（土） 3月17日（金）

一般選抜Ⅲ期 3月3日（金）～3月15日（水）消印有効 3月22日（水） 3月24日（金）

社会人選抜Ⅱ期 1月10日（火）～1月25日（水）消印有効 2月4日（土） 2月10日（金）

留学生・留学生編入学 選抜Ⅱ期 2月10日（金）～3月1日（水）消印有効 3月11日（土） 3月17日（金）

編入学・社会人編入学 選抜Ⅱ期 1月10日（火）～1月25日（水）消印有効 2月4日（土） 2月10日（金）

編入学・社会人編入学 選抜Ⅲ期 3月3日（金）～3月15日（水）消印有効 3月22日（水） 3月24日（金）

別科選抜Ⅱ期 2月10日（金）～3月1日（水）消印有効 3月11日（土） 3月17日（金）

選抜（入試）日程（教育学科）　※合格発表は本人宛郵送。
試験種別 出願期間 試験日 合格発表

一般選抜Ⅰ期 1月10日（火）～1月25日（水）消印有効 2月4日（土） 2月10日（金）

一般選抜Ⅱ期 2月10日（金）～3月1日（水）消印有効 3月11日（土） 3月17日（金）

一般選抜Ⅲ期 3月3日（金）～3月15日（水）消印有効 3月22日（水） 3月24日（金）

社会人選抜Ⅱ期 1月10日（火）～1月25日（水）消印有効 2月4日（土） 2月10日（金）

編入学・社会人編入学選抜Ⅱ期 1月10日（火）～1月25日（水）消印有効 2月4日（土） 2月10日（金）

編入学・社会人編入学選抜Ⅲ期 3月3日（金）～3月15日（水）消印有効 3月22日（水） 3月24日（金）

大学院（通学制）選抜（入試）日程　※密教学専攻、仏教学専攻
通学制 出願期間 試験日 合格発表

大学院選抜Ⅱ期
修士課程（博士前期課程コース・社会人コース・僧侶コース）
博士後期課程

1月27日（金）～2月17日（金）消印有効 2月25日（土） 3月3日（金）

大学院（通信制）選抜（入試）日程 ※密教学専攻

通信制 出願期間

大学院選抜Ⅱ期 1月9日（月）～1月23日（月）消印有効

一次選考合格発表日 二次面接 合格発表

2月2日（木） 2月25日（土） 3月3日（金）
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山
口
文
章
本
学
事
務
局
長

の
も
と
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
幸
福

に
人
生
を
お
く
る
た
め
に
、何
が
必
要
な
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
ー
か
ら
も
熱
心
な
質
問
が
続
き
、全
体
を
通
じ
て「
デ
ジ

タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
は
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
、遅
れ
て
い
た
教
育
の

世
界
に
も
入
り
込
ん
で
く
る
こ
と
」、「
た
だ
機
械
は
自
分
で
は
考

え
ら
れ
な
い
。機
会
に
指
示
す
る

の
は
人
間
で
あ
り
、だ
か
ら
こ
そ

人
間
の
心
が
必
要
で
あ
る
こ
と
」、

「
そ
れ
を
育
て
る
の
が
教
育
の
力

で
、ま
す
ま
す
教
育
が
大
切
に
な

る
こ
と
」が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た「
難
し
い
け
れ
ど
、こ
こ
ろ
の

教
育
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」こ
と
を
参

加
者
の
皆
様
と
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

第
60
回
密
教
学
芸
賞
に
、本
学
名
誉
教
授
の
藤
村
隆
淳
先
生
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

藤
村
先
生
は
本
学
大
学
院
修
了
後
に
助
手
に
着
任
。２
０
０
７

年
か
ら
4
年
間
学
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、イ
ン
ド
仏
教
の

仏
伝
文
学
で
あ
る『
マハ
ー
バ
ァ
ス
ト
ゥ
』の
研
究
に
取
り
組
み
、集
大

成
と
し
て『
マハ
ー
バァ
ス
ト
ゥ
の
菩
薩
思
想
』を
発
表
し
ま
し
た
。そ

の
他
様
々
な
研
究
に
よ
り
密
教

学
術
奨
励
賞
を
2
度
受
賞
、現

在
も
日
本
密
教
学
会
、日
本
仏
教

学
会
な
ど
で
理
事
を
務
め
学
術

の
進
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
賞
式
は
10
月
11
日(

火)

、大

本
山
須
磨
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
春
の
叙
勲
、秋
の
叙
勲
で
本
学
名
誉
教
授
の
村
上

保
壽
先
生
が
瑞
宝
中
綬
章
、本
学
特
任
教
授
の
帯
野
久
美
子
先

生
が
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

帯
野
久
美
子
先
生
は
１
９
８
５
年
に
株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ア
ク

ト・ジ
ャ
パ
ン
を
設
立
。大
阪
府
、和
歌
山
県
の
各
種
委
員
会
で
委

員
を
務
め
、２
０
０
４
年
に
大
阪
府
人
事
委
員
会
委
員
長
に
就
任

し
、そ
の
後
も
全
国
人
事
委
員
会
連
合
会
副
会
長
、中
央
教
育
審

議
会
専
門
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
か
ら
は
文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
委
員
を

3
期
に
わ
た
り
務
め
、本
学
で
は
２
０
２
１
年
か
ら
本
学
教
育
学

科
の
特
任
教
授
と
し
て
学
生
を
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
上
保
壽
先
生
は
１
９
９
０
年
に
密
教
文
化
研
究
所
教
授
に

着
任
。１
９
９
５
年
に
文
学
部
教
授
と
な
り
、２
０
０
１
年
に
本
学

副
学
長
に
就
任
し
、退
職
後
の
２
０
０
８
年
に
名
誉
教
授
と
な
り

ま
し
た
。

研
究
分
野
で
は
日
本
密
教
学
会
、日
本
仏
教
学
会
な
ど
に
所

属
し
、東
北
哲
学
会
常
任
委
員
、密
教
研
究
会
会
長
、印
度
学
宗

教
学
会
評
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、２
０
０
０
年
に
密
教

学
芸
賞
、１
９
９
６
年
と
２
０
０
５
年
に
密
教
学
術
奨
励
賞
を
受

賞
し
、学
術
の
発
展
に
も
寄
与
し
ま
し
た
。
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高
野
山
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
科
学
と
医
学
と
宗
教
」

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
教
育
の
未
来
―
デ
ジ
タ
ル
と
心
の
融
合
―
」

密
教
学
芸
賞
に
藤
村
隆
淳
先
生

令
和
4
年
度
叙
勲

村
上
保
壽
先
生・帯
野
久
美
子
先
生
が
受
章

方
便
を
究
竟
と
す
る

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。皆
様
に

は
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
秋
、台
湾
に
ご
ざ
い
ま
す
仏
光
山
大
学
主
催
の

「
大
学
教
育
に
お
け
る
慈
悲
」と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
参
加
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。仏
光
山
は
尼
僧
の

星
雲
大
師
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
台
湾
を
代
表
す

る
仏
教
教
団
で
、世
界
各
地
で
大
学
や
病
院
を
運

営
し
、日
本
に
も
別
院
が
ご
ざ
い
ま
す
。東
北
大
震

災
に
際
し
て
台
湾
か
ら
多
額
の
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
が
、募
金
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

本
学
の
学
生
も
震
災
の
後
、住
宅
か
ら
の
泥
の
か

き
出
し
や
、家
具
の
搬
出
の
お
手
伝
い
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、あ
る
学
生
は
、自
分
が
高

野
山
大
学
か
ら
来
た
僧
侶
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
被

災
者
か
ら
合
掌
さ
れ
た
と
い
う
体
験
を
語
って
く
れ

ま
し
た
。利
他
行
の
根
本
に
あ
り
ま
す
慈
悲
心
は
、

机
の
前
で
経
典
を
読
み
、祖
師
の
行
裏
を
学
習
す
る

だ
け
で
は
発
露
す
る
も
の
で
は
な
く
、現
場
に
立
っ

て
、被
災
者
と
共
に
汗
を
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
確
実

な
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一人
の
利
他
の
行
為
に
よ
って
為
し
得
る
こ
と
は
わ

ず
か
で
す
が
、巨
大
災
害
の
前
で
立
ち
す
く
む
人
に

と
っ
て
は
、必
須
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。「
菩
提
心
を

因
と
し
、大
悲
を
根
と
し
、方
便
を
究
竟
と
す
る
」

と
言
う
大
日
経
の
言
葉
を
か
み
し
め
、今
後
と
も
、

学
生
諸
君
に
は「
方
便
究
竟
」た
る
現
場
に
立
っ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

高野山大学　学長
添田　隆昭
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教
育
学
科
の
学
生
に
は
、第
２
、第
４
タ
ー

ム
に
小
学
校
と
幼
稚
園
に
赴
き
、学
校
や
園

の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
学
ぶ「
学

校・保
育
現
場
体
験
」の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

河
内
長
野
市
内
の
小
学
校
の
み
の
体
験
で
し

た
が
、今
年
度
は
幼
稚
園
と
小
学
校
で
体
験

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
現
場
体
験
に
臨
む
際
の
心
得
と
諸

注
意
を
受
け
た
後
、学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
体

験
先
に
出
か
け
ま
し
た
。幼
稚
園
や
小
学
校

で
は
、登
園・登
校
す
る
児
童
を
迎
え
る
朝

の
あ
い
さ
つ
活
動
、授
業
見
学
、児
童
と
中
休

み
の
外
遊
び
、一
緒
に
給
食
を
頂
き
、清
掃
を

し
、プ
リ
ン
ト
配
布
の
支
援
、掲
示
物
の
貼
付

作
業
、下
校
の
サ
ポ
ー
ト
等
、教
員
の
忙
し
い

業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。初
夏
だ
っ
た
た
め
、

水
泳
指
導
の
補
助
を
し
た
学
生
も
お
り
、

水
泳
の
授
業
の
苦
労
や
チ
ー
ム
で
働
く
重
要

性
を
痛
感
し
ま
し
た
。学
生
は「
疲
れ
た
け

れ
ど
、よ
か
っ
た
。」「
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合

い
、先
生
に
な
る
意
思
が
固
ま
っ
た
。」と
の

感
想
や
、自
分
の
幼
少
期
と
は
異
な
る
小
学

校
の
環
境
か
ら
、「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
え
る
よ

う
に
な
ら
な
い
と
！
」と
、自
分
で
課
題
を
見

つ
け
、早
速
取
り

組
む
学
生
も
い

ま
し
た
。現
場
で

は
、講
義
で
学
び

き
れ
な
い
貴
重
な

体
験
を
し
、そ
れ

ぞ
れ
が
充
実
し

た
時
間
を
過
ご

し
た
よ
う
で
す
。

「
そ
の
セ
リ
フ
回
し
で
は
弁
護
す
る
よ
う

に
聞
こ
え
な
い
。寄
り
添
う
よ
う
な
言
い
方

が
い
い
の
で
は
な
い
の
？
」「
セ
リ
フ
の
練
習
は

一
人
練
習
で
は
な
く
、ペ
ア
で
や
ろ
う
よ
。相

手
の
感
情
に
合
わ
せ
や
す
い
か
ら
。」「
こ
の
セ

リ
フ
の
感
情
の
入
れ
方
が
も
う
一つ
わ
か
ら
な

い
。ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」な
ど
言
い
な
が

ら
、自
主
練
を
し
て
い
る
姿
が
あ
る
の
は
、２

回
生「
地
域
体
験
」第
3
タ
ー
ム
で
の
ひ
と
コ

マ
。今
年
か
ら
文
化
活
動
と
し
て「
舞
台
づ

く
り
」の
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
講
座
の
目
的
は
、役
者
と
裏
方
の
仕
事

を
体
験
す
る
こ
と
で
非
認
知
能
力
を
高
め
る

こ
と
と
、こ
の
経
験
を
先
生
に
な
っ
た
時
に
活

か
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。授
業

の
前
半
は
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
の
山
上

祐
輝
先
生
指
導
の
も
と
、呼
吸
法
、発
声
法
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、ス
ト
リ
ー
ト
系
ダ
ン
ス
の
動
き
、

演
技・台
詞
練
習
、エ
チ
ュー
ド
な
ど
基
本
練
習

を
み
っ
ち
り
行
い
、後
半
は
役
の
練
習
だ
け
で

な
く
、舞
台
裏
の
仕
事
を
そ
れ
ぞ
れ
が
受
け

持
ち
責
任
を
持
っ
て
準
備
を
し
て
い
き
ま
し

た
。は
じ
め
の
う
ち
は
お
芝
居
に
対
す
る
不
安

や
ぎ
こ
ち
な
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、回
を
重

ね
る
ご
と
に
各
自
が
工
夫
し
て
課
題
に
向
き

合
い
、チ
ー
ム
力
も
高
ま
り
本
番
を
む
か
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

成
果
発
表
会
は
、キ
ッ
ク
ス（
河
内
長
野
市

立
市
民
セ
ン
タ
ー
）の
舞
台
で
11
月
15
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
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教
育
学
科
の
授
業
風
景

10
月
16
日（
日
）に
、高
野
山
東
京
別
院
奥

書
院
で
密
教
文
化
コ
ー
ス
開
設
に
伴
う
公
開

講
座
と
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。参
加
受

付
当
初
か
ら
多
く
の
方
に
お
申
込
み
や
お
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、当
日
は
会
場
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
合
わ
せ
て
60
名
近
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

櫻
木
潤
准
教
授
に
よ
る
講
義「
現
代
に
通

じ
る
空
海
の
教
え
」で
は
弘
法
大
師
空
海
が

活
躍
し
た
奈
良
～
平
安
時
代
の
疫
病
の
歴
史

と
弘
法
大
師
空
海
の
足
跡
、そ
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
て
い
る
現
代
に
も
生

き
る
教
え
に
つ
い
て
紹
介
。密
教
文
化
コ
ー
ス

の
説
明
会
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョン
や
開
講
予
定
の
講
義
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、12
月
11
日（
月
）に
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト

教
室
で
開
催
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
も
含
め
１
６
０
名
近
い
申
し
込

み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
開
設
の
密
教
文
化
コ
ー
ス
は
、通

学
に
加
え
て
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

も
受
講
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
授
業
を

開
講
し
、仕
事
や
距
離
と
い
っ
た
事
情
で
通

学
が
叶
わ
な
い
方
に
も
広
く
学
ん
で
い
た
だ

け
る
社
会
人
編
入
学
を
対
象
と
し
た
新
し
い

コ
ー
ス
で
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
1
月
、2
月
に

も
開
催
予
定
で
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
随
時
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

出
願
日
程
な
ど

の
詳
細
は
裏
表
紙
の

「
２
０
２
３
年
度
入

学
者
選
抜
概
要
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
野
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
11
月
6
日（
日
）に

学
園
祭「
曼
荼
羅
祭
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
昨
年
、

一
昨
年
は
中
止
し
て
お
り
、3
年
ぶ
り
の
開

催
。例
年
は
2
日
間
の
日
程
で
行
って
い
ま
し

た
が
、今
年
は
規
模
を
縮
小
し
て
1
日
だ
け

の
曼
荼
羅
祭
と
な
り
ま
し
た
。

学
内
に
は
行
道
部
に
よ
る
御
朱
印
の
授
与

コ
ー
ナ
ー
の
他
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
並
び
、茶
室

で
は
裏
千
家
茶
道
部
に
よ
る
お
茶
会
も
開

か
れ
ま
し
た
。今
年
は
教
育
学
科
の
学
生
も

初
め
て
参
加
し
、ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
と

射
的
を
催
し
、宗
教
教
育
部
の
缶
バ
ッ
チ
作

り
体
験
と
と
も
に
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

松
下
講
堂
黎
明
館
で
は
書
道
部
と
仏

画
選
択
生
の
授
業
で
制
作
し
た
作
品
が

並
び
、ホ
ー
ル
で
は
和
歌
山
県
立
向
陽

高
校
吹
奏
楽
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ

「Paradise has N
O

 BO
RD

ER

」、「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
メ
ド
レ
ー
」な
ど
を
演
奏
し

会
場
を
盛
り
上
げ
る
と
、最
後
は
恒
例
の
豪

華
賞
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
で
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

八
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
の
イ
ン
ド
世
界
。

ヴ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
と
いっ
た

大
僧
院
を
拠
点
に
顕
密
双
方
に
秀
で
た
学

僧
た
ち
が
活
躍
し
、チ
ベッ
ト
後
伝
期
に
お
け

る
仏
教
復
興
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。名
だ
た
る
学
僧
の
う
ち
、さ
き
の

二
寺
院
に
加
え
て
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
ー
サ
ナ（
金
剛

宝
座
）僧
院
長
を
も
兼
務
し
た
人
物
こ
そ
、

律
師
に
し
て
大
学
者（
マハ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
）と

称
さ
れ
た
ア
バ
ヤ
ー
カ
ラ
グ
プ
タ（
無
畏
護
・

一一
世
紀
頃
）で
す
。一
九
〇
〇
年
を
超
え
る

イ
ン
ド
仏
教
の
叡
智
を
綜
合
す
べ
く
、認
識

論・論
理
学
が
発
達
し
た
後
期
の
唯
識
・
中

観
思
想
を
網
羅
す
る
と
と
も
に
当
時
百
種

類
以
上
を
数
え
た
曼
荼
羅
を
基
本
二
十
六

形
へ
と
整
理
し
、自
分
の
著
作
を
中
心
に
積

極
的
に
チ
ベッ
ト
世
界
へ
と
移
植
し
ま
し
た
。

密
教
百
科
全
書
的
注
釈『
ア
ー
ム
ナ
ー
ヤ
マ

ン
ジ
ャ
リ
ー（
口
伝
の
つ
ぼ
み
）』で
は
ス
コ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
彼
の
学
識
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
、

ま
さ
し
く
イ
ン
ド
仏
教
終
結
点
に
お
け
る
学

知
の
結
晶
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
重
要
性
か
ら『
ア
ー
ム
ナ
ー
ヤ
マ
ン

ジ
ャ
リ
ー
』梵
文
原
典
は
長
ら
く
探
索
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、一
部
の
例
外
を
除
き
、原
典

の
全
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
な
が
ら
、二
〇
一
七
年
に
梵
蔵
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
写
本
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
状
況
は
一
変
し
ま
し
た
。新
た
に
見
つ
か
っ

た
こ
の
写
本
は
全
四
十
章
の
う
ち
前
十
七
章

を
含
む
も
の
で
、全
体
の
約
半
分
に
相
当
し

ま
す
。わ
た
し
は
前
職
の
京
都
大
学
白
眉
セ

ン
タ
ー
に
て『
ア
ー
ム
ナ
ー
ヤ
マ
ン
ジ
ャ
リ
ー
』

第
一
章
の
校
訂
・
訳
注
を
中
心
と
し
た
国
際

的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を
開
始
し
、今
春
高

野
山
大
学
に
拠
点
を
移
し
て
か
ら
も
継
続

的
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

『
ア
ー
ム
ナ
ー
ヤ
マ
ン
ジ
ャ
リ
ー
』を
は
じ
め

後
期
イ
ン
ド
仏
教
の
注
釈
文
献
に
は
長
い
歴

史
の
な
か
で
仏
教
が
そ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
学
知
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、チ
ベッ
ト
世

界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。こ
の

よ
う
な
注
釈
文
献
を
紐
解
く
こ
と
は
単
に

仏
教
の
教
理
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け

で
な
く
、と
り
わ
け
密
教
に
お
い
て
は
音
声・

伝
統
文
法
学
、医
術
・
薬
学
、建
築
学
・
測
量

術
、天
文
・
暦
学
・
数
学
、性
愛
学
、暗
号
解

読
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
周
辺
領
域
に
関
す
る

知
識
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。イ
ン
ド
・
チ
ベッ
ト

密
教
注
釈
文
献
を
研
究
す
る
こ
と
は
ま
さ

し
く
学
際
的
な
領
域
に
足
を
踏
み
入
れ
、未

知
の
学
問
を
切
り
拓
く
こ
と
だ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

イ
ン
ド・チ
ベ
ッ
ト
密
教
注
釈
文
献
の
研
究

福
祉
に
は
子
ど
も
や
高
齢
者
、障
が
い
の
あ

る
人
な
ど
多
様
な
分
野
が
存
在
し
ま
す
が
、

私
は
特
定
の
分
野
で
は
な
く
、そ
れ
ら
全
て
に

共
通
す
る
支
援
技
術
の
理
論
を
研
究
し
て
い

ま
す
。日
本
に
お
け
る
福
祉
の
支
援
技
術
は
、

ア
メ
リ
カ
で
の
実
践
を
無
分
別
に
取
り
入
れ
た

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。そ
の
た
め
、日
本
の
風

土
や
文
化
に
根
ざ
し
た「
生
き
づ
ら
さ
」に
適

切
に
対
応
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。そ

こ
で「
日
本
独
自
の
支
援
技
術
を
…
」と
考
え

た
く
な
り
ま
す
が
、私
は
む
し
ろ
、国
家
や
社

会
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、人
が
人

を
支
え
る
と
い
う
営
み
に
は
共
通
の
原
理
が
あ

る
は
ず
で
、そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。結
果
、社
会
福
祉
で

は
な
く
、「
人
間
福
祉
」と
で
も
表
現
す
る
の
が

適
切
で
あ
る
よ
う
な
テ
ー
マ
に
研
究
の
力
点
を

置
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
間
を
中
心
に
据
え
て
現
代
社
会
の
福

祉
を
分
析
し
て
み
る
と
、制
度
・
政
策
や
実
践

が
、福
祉
の
名
の
も
と
で
逆
に
差
別
を
助
長
し

た
り
、一
部
の
人
び
と
を
よ
り
生
き
づ
ら
く
し

た
り
す
る
…
と
いっ
た
矛
盾
に
気
づ
か
さ
れ
ま

す
。現
在
私
は
教
育
学
科
に
所
属
し
て
い
ま
す

が
、教
育
の
分
野
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
そ
う

で
す
。す
な
わ
ち
、教
育
の
名
の
下
で
逆
に
子

ど
も
が
…
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
の一
方
で
、人
間
福
祉
を
追
究
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、人
間
が
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
し

か
生
き
ら
れ
な
い「
社
会
的
動
物
」で
あ
る
と

い
う
、シ
ン
プ
ル
な
事
実
に
向
き
あ
わ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、「
社
会
的
動

物
と
し
て
の
人
間
に
お
い
て
、他
者
と
支
え
あ

う
と
い
う
営
み
が
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
な
も
の
で
あ

る
」と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
と
き
、福
祉

に
携
わ
る
諸
専
門
職
が
ど
の
よ
う
な
考
え
の

も
と
で
、ど
の
よ
う
な
実
践
を
展
開
す
る
べ
き

で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、具
体
的
に
提
示
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

少
し
前
に
は
人
か
ら「
専
門
は
？
」と
尋
ね

ら
れ
た
際
、言
い
よ
ど
む
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で

す
が
、現
在
で
は
、一
周
回
っ
て「
社
会
福
祉
」と

答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。た
だ

し
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、「
特
定
の
国
家
や

社
会
に
お
け
る
福
祉
の
制
度
や
政
策
、実
践
な

ど
に
関
す
る
研
究
」で
は
な
く
、「『
社
会
』的

動
物
と
し
て
の
人
間
に
お
け
る『
福
祉
』の
営

み
の
研
究
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
社
会
」的
動
物
と
し
て
の
人
間
に
お
け
る

「
福
祉
」の
営
み
の
研
究

密教学科　准教授

菊谷　竜太

幼
稚
園・小
学
校
の
教
育
活
動
を

現
場
で
体
験
し
、大
い
に
学
ぶ

「
舞
台
づ
く
り
」の
向
こ
う
に
―

2
回
生
地
域
体
験

東
京
別
院
で
公
開
講
座・密
教
文
化
コ
ー
ス
説
明
会

3
年
ぶ
り
の「
曼
荼
羅
祭
」

教育学科　准教授

溝渕　淳
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vol.87 大学通信

日

録
令
和
４
年
７
月
～

１２
月

7月
3
日

高
野
山
会
議（
６
/

30
～
）

11
月

9
月
卒
論
・
修
論
提
出
期
限

17
日

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
（
高
野
山
・
河
内
長
野
）

18
月

海
の
日
・
開
講
日（
高
野
山
・
河
内
長
野
）

23
土

通
信
夏
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ（
～
８
/
２
）

24
日

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
難
波
）

8月
4
木

通
信
夏
期
研
究
発
表
会

7
日

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
河
内
長
野
）

8
月

夏
期
休
業
開
始

11
木

山
の
日

12
金

盆
休
み（
～
16
日
）

21
日

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
河
内
長
野
）

23
火

9
月
修
了
口
述
試
問
、報
告
会

25
木

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
高
野
山
）

　
　
　

前
期
成
績
通
知

　
　
　

再
試
験
願
提
出
日

　
　
　
（
～
河
内
長
野
29
日
、高
野
山
30
日
）

31
水

再
試
験
・
追
試
験
日

9月
1
木

留
学
生
日
本
語
夏
期
講
習（
～
14
日
）

9
金

通
信
秋
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ（
～
21
日
）

10
土

保
護
者
懇
談
会（
高
野
山
）

11
日

w
eb

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
高
野
山
）

　
　
　

保
護
者
懇
談
会（
河
内
長
野
）

14
水

学
位
記
授
与
式

17
土

進
学
相
談
会（
河
内
長
野
）

18
日

進
学
相
談
会（
河
内
長
野
）

19
月

敬
老
の
日

23
金

秋
分
の
日

24
土

大
学
院
Ⅰ
期
・
通
信
Ⅰ
期
二
次
面
接

26
月

後
期
授
業
開
始（
高
野
山
）

　
　
　

３
タ
ー
ム
講
義
開
始（
河
内
長
野
）

30
金

後
期
授
業
科
目
変
更
期
限

10月
8
土

高
野
山
大
学
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
河
内
長
野
）

10
月

ス
ポ
ー
ツ
の
日
・
開
講
日（
高
野
山
）

　
　
　

卒
論
・
修
論
目
次
提
出
期
限

16
日

公
開
講
座
・
密
教
文
化
コ
ー
ス
説
明
会（
東
京
）

20
木

後
期
科
目
取
り
消
し
期
限（
河
内
長
野
）

21
金

報
恩
日

22
土

総
合
型
Ⅰ
期（
密
教
）

　
　
　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
河
内
長
野
）

23
日

総
合
型
・
社
会
人
・
編
入
学
・

　
　
　

社
会
人
編
入
学
Ⅰ
期（
教
育
）

　
　
　

通
信
学
習
支
援
会

31
月

後
期
科
目
取
り
消
し
期
限（
高
野
山
）

11月
3
木

文
化
の
日

　
　
　

高
野
山
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
東
京
）

6
日

曼
荼
羅
祭（
高
野
山
）

19
土

学
校
推
薦
型（
密
教
）

20
日

学
校
推
薦
型（
教
育
）

21
月

追
悼
法
会

23
水

勤
労
感
謝
の
日
・
開
講
日（
高
野
山
）

28
月

４
タ
ー
ム
講
義
開
始（
河
内
長
野
）

30
水

博
論
提
出
期
限

12月
4
日

総
合
型
Ⅱ
期
・
編
入
学
・
社
会
人
編
入
学
・

　
　
　

留
学
・
別
科
Ⅰ
期（
密
教
）

　
　
　

総
合
型
Ⅱ
期（
教
育
）

11
日

密
教
文
化
コ
ー
ス
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
難
波
）

18
日

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
河
内
長
野
）

21
水

報
恩
日

23
金

年
内
授
業
終
了

27
火

冬
期
休
業

寄
付
金
御
礼

（
２
０
２
２
年
6
月
～
10
月
）
＊
順
不
同

第
17
回
フ
ジ
キ
ン
小
川
修
平

記
念
講
座
講
演
会
の
ご
案
内

全
国
の
皆
様
か
ら
寄
付
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。大
学
の
教

育
・
研
究
活
動
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。今
後
と
も
、引
き
続
き
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の

登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

高
野
山
大
学
で
は
、同
窓
会
員
や
卒
業

生
の
皆
様
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。登
録
い
た
だ
い
た
皆

様
に
は
、入
試
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

は
じ
め
と
し
た
学
内
行
事
の
情
報
を
不
定

期
で
お
送
り
し
ま
す
。

メ
ー
ル
は
下
記
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
作

成
、送
信
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
内

容
は
大
学
か
ら
皆
様

へ
の
情
報
発
信
に
の

み
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

隆
光
寺

山
本

弘
詔
様

百
万
円

長
法
寺

高
木

光
達
様

十
万
円

還
源
之
会
様

二
百
万
円

古
宮

美
菜
様

五
千
円

紺
田

昌
隆
様

一
万
円

湯
口

信
雄
様

十
万
円

光
照
寺

山
本

智
弘
様

三
十
万
円

直
井

小
百
合
様

千
円

金
林
寺

垣
上
圓
介
様

十
万
円

「
第
17
回
フ
ジ
キ
ン
小
川
修
平
記
念

講
座
講
演
会
」は
本
年
度
も
講
演
動
画

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
配
信
い
た
し

ま
す
。

公
開
日
は
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

高
野
山
大
学
は
香
川
県
に
あ
る
せ
と
う
ち
観

光
専
門
職
短
期
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

せ
と
う
ち
観
光
専
門
職
短
期
大
学
は
２
０
２
１

年
に
開
学
。四
国
や
瀬
戸
内
海
の
島
々
な
ど
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
観
光
振
興
や
地
域
創
生
に
向
け
た

学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

調
印
式
は
10
月
18
日（
火
）に
高
野
山
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
、本
学
の
添
田
学
長
と
せ
と
う
ち

観
光
専
門
職
短
期
大
学
の
青
木
義
英
学
長
が

そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。今
回
の

協
定
に
つ
い
て
、添
田
学
長
は「
弘
法
大
師
空
海

の
生
ま
れ
た
地
で
あ
る
香
川
県
に
あ
る
大
学
と

ご
縁
が
結
ば
れ
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
。高
野
山

は
１
２
０
０
年
間
宗
教
上
の
聖
地
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
き
た
一
方
、観
光
地
と
し
て
も
栄
え
て
き

た
地
。聖
地
と
観
光
地
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

く
こ
と
も
こ
れ
か
ら
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と

思
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
形
で
協
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。」、青
木
学
長
は「
弘
法
大
師
御
誕
生

１
２
５
０
年
と
い
う
こ
と
で
、何
が
で
き
る
だ
ろ
う

と
思
い
、ま
ず
高
野
山
大
学
と
提
携
し
て
、学
問

上
で
も
し
っ
か
り
し
た
こ
と
を
学
ん
で
い
け
た
ら

と
思
い
ま
し
た
。観
光
の
宗
教
的
、環
境
的
な
も

の
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、そ
う
いっ
た
こ
と
も
含
め
て

勉
強
し
て
い
く
と
と
も
に
、発
展
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

両
大
学
で
は

今
後
も
協
定
に

基
づ
い
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
予
定

で
す
。

第
95
回
学
位
記
授
与
式
を
9
月
14
日（
水
）に
挙
行
し
ま

し
た
。文
学
部
密
教
学
科
1
名
と
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士

課
程
密
教
学
専
攻
1
名
、大
学

院
修
士
課
程
密
教
学
専
攻（
通

信
教
育
課
程
）2
名
が
卒
業
・

修
了
し
ま
し
た
。出
席
し
た
3

名
に
は
添
田
隆
昭
学
長
か
ら
学

位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
式
典
は
卒
業
生

と
教
職
員
の
み
で
行
い
、出
席

し
た
卒
業
生
と
修
了
生
は
終

了
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
論
文

や
研
究
に
つ
い
て
教
員
ら
と
歓

談
し
ま
し
た
。

夏
季
加
行

夏
季
休
業
期
間
中
に
真
別
処
円
通
律
寺
に
お
い
て
令
和
4

年
度
夏
季
加
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。伝
授
阿
闍
梨
を
今
川
泰

伸
和
上
に
お
勤
め
い
た
だ
き
、約
50
日
間
の
修
行
に一
意
専
心

し
ま
し
た
。

今
季
の
行
者
は
男
子
5
名（
4
回
生
1
名
、3
回
生
3
名
、

2
回
生
1
名
）で
し
た
。

伝
法
灌
頂

伝
法
灌
頂
が
10
月
31
日（
水
）か
ら
11
月
2
日（
水
）に
か
け

て
寶
壽
院
道
場
に
て
開
壇
さ
れ
ま
し
た
。内
海
照
隆
法
印
御

房
に
伝
授
阿
闍
梨
を
お
勤
め
い
た
だ
き
、四
度
加
行
を
成
満

し
た
学
生
が
入
壇
し
阿
闍
梨
位
を
得
ま
し
た
。

今
年
度
の
入
壇
者
は
男
子
1
名（
4
回
生
1
名
）で
し
た
。

教
職
員・先
輩
物
故
者
追
悼
法
会

11
月
21
日（
月
）に
松
下
講
堂
黎
明
館
に
お
い
て
本
学
教
職

員
並
び
に
先
輩
物
故
者
追
悼
法
会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
の
本
学
教
職
員
と
先
輩
物
故
者
の
方
々
の
追
善
菩
提

と
学
内
の
平
穏
、学
生
ら
の
学
業
成
就
を
祈
念
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
中
曲
理
趣
三
昧
に
て
行
わ
れ
、法
会
後
は
奥
之

院
御
廟
と
大
学
墓
所
に
参
拝
し
、書
道
部
員
が
書
い
た
角
塔

婆
を
建
立
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
の
教
育
学
科
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
以
下

O
C
）は
、学
科
設
立
２
年
目
の
新
た
な
試
み
と
し
て
O
C
参

加
型
選
抜
を
導
入
し
ま
し
た
。そ
れ
は
参
加
者
が
模
擬
講
義

後
に
そ
の
内
容
に
関
す
る
小
論
文
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り

面
談
資
格
を
得
て
、後
日
、面
談
を
受
け
て
合
否
判
定
さ
れ
る

選
抜
形
態
で
す
。今
年
度
の
O
C
は
全
10
回
企
画
さ
れ
、そ
の

う
ち
4
月
か
ら
10
月
ま
で
の
８
回
で
こ
の
選
抜
方
式
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
や
大
型
台
風
等

の
影
響
で
数
回
は
対
面
で
な
く
W
E
B
に
よ
る
開
催
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
こ
の
3
年
間
で
第
8
波
に
突
入
し
た
た
め
に

W
E
B
に
よ
る
講
義
に
慣
れ
て
き
た
教
員
で
あ
っ
て
も
、模
擬

講
義
で
は
画
面
に
小
さ
く
映
る
参
加
者
の
表
情
が
捉
え
に
く

く
、職
員
も
個
々
の
参
加
側
の
W
E
B
環
境
や
端
末
状
況
を

随
時
確
認
す
る
な
ど
、不
安
を
抱
え
た
ま
ま
で
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
。と
こ
ろ
が
環
境
的
に
困
難
な
状
況
に
見
舞
わ
れ
た
こ

と
が
、逆
に
新
し
い
試
み
に
と
っ
て
は
功
を
奏
し
た
の
で
す
。な

ぜ
な
ら
こ
れ
ま
で
O
C
参
加
者
は
関
西
圏
だ
け
で
し
た
が
、九

州
な
ど
の
遠
隔
地
か
ら
も
参
加
し
や
す
く
な
り
、さ
ら
に
選
抜

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョン
が
増
え
た
こ
と
で
そ
れ
ら
が
有
機
的
に
プ
ラ

ス
の
結
果
を
う
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
将
来

に
お
い
て
様
々
な
克

服
す
べ
き
こ
と
も
、教

職
員
や
時
に
は
学
生

も
交
え
て
智
慧
を
出

し
合
い
、そ
れ
を
チ
ャ

ン
ス
に
し
て
生
か
す
こ

と
が
で
き
た
２
０
２
２

年
度
の
こ
れ
ま
で
の

O
C
は
、教
育
学
科
の

本
来
あ
る
べ
き
姿
で

実
施
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

高
野
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、7
月
17
日（
日
）と
8
月
25
日（
木
）に

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
行
い
ま
し
た
。い
ず
れ
も
高
校
生
の
方
と
そ

の
家
族
、ま
た
来
年
度
開
設
予
定
の
密
教
文
化
コ
ー
ス
に
関
心
の
あ

る
社
会
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

学
科
紹
介
や
模
擬
講
義
、入
試
に
関
す
る
説
明
の
他
、学
生
ガ
イ

ド
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
と
壇
上
伽
藍
の
ツ
ア
ー
も
行
い
ま
し
た
。図
書

館
の
資
料
を
熱
心
に
眺
め
る
方
や
、廊
下
に
飾
ら
れ
た
血
曼
荼
羅
の

レ
プ
リ
カ
に
つい
て
た
く
さ
ん
質
問
が
挙
が
る
な
ど
、に
ぎ
や
か
な
行

程
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、個
別
相
談
会
も
行
い
、今
年
度
の
入
学
選
抜
試
験
の
科
目

で
あ
る
事
前
課
題
の
取
り
組
み
方
や
学
生
生
活
な
ど
に
つい
て
多
く

の
質
問
を
受
け
ま
し
た
。今
年
は
高
校
1
、2
年
生
の
方
も
多
く
参

加
し
て
お
り
、多
く
の
入
学
希
望
者
ら
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。会
場
に
は
こ
う
や
く
ん
も
登
場
し
、参
加
者
の
み
な
さ
ん
と
の

記
念
撮
影
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

10
月
以
降
は
密
教
文
化
コ
ー
ス
の
説
明
会
も
開
催
。こ
ち
ら
は
社

会
人
を
対
象
に
高
野
山
東
京
別
院
と
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
で
行

い
ま
し
た
。い
ず
れ
も
会
場
参
加
の
方
に
加
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
で
も「
高
野
山
に
通

う
の
は
難
し
い
の
で
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う
な
形
で
基

礎
か
ら
勉
強
で
き
る
コ
ー
ス
が
あ
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
」と
いっ
た

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
95
回
学
位
記
授
与
式

宗
教
教
育
行
事

高
校
生
も
社
会
人
も
！

密
教
学
科
／
密
教
文
化
コ
ー
ス
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

環
境
的
な
困
難
を「
参
加
者-friendly

」に
し
た

教
育
学
科
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

せ
と
う
ち
観
光
専
門
職
短
期
大
学
と

包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
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